
令和８年度 教育訓練計画書（手話通訳職・専門職特化版） 

令和 8年 9月策定 

社会福祉法人 神戸市身体障害者団体連合会 

 

１．基本方針 

当法人に登録・就業する派遣労働者（手話通訳者等）は、高度な専門技術と守秘義務を要す

るスペシャリストである。そのため、一般的なビジネススキルの習得ではなく、「通訳技術

の更なる高度化」「行政・福祉制度の最新情報のアップデート」「通訳者倫理の醸成」を軸と

した、段階的かつ体系的なキャリアアップ教育訓練を実施し、神戸市各区役所等の窓口業務

における意思疎通支援の質の向上を図る。 

 

２．教育訓練の対象者および時間 

・対象者：神戸市各区役所および本庁に配置される全ての派遣手話通訳者等 

・実施時間：フルタイム勤務者に対し、1人あたり年間「８時間以上」を補償する。 

 

３．段階的・体系的なカリキュラム構成（年間計画） 

 

階層／経験年数：【新規採用・1年目（基礎・環境適応期）】 

・訓練内容：区役所窓口における基本マナーと行政通訳の基礎 

・具体的な科目： 

 ①区役所における主要窓口（保健福祉課、市民課等）の基本業務フローの理解（２時間） 

 ②個人情報保護と通訳者倫理の徹底（１時間） 

 ③窓口頻出語彙の手話表現トレーニング（逐次通訳の基礎）（１時間） 

・実施方法：集合研修・OJT 

 

階層／経験年数：【2年目（定着・専門性深化期）】 

・訓練内容：複雑な行政ニーズ・福祉制度への対応力向上 

・具体的な科目： 

 ①「神戸市意思疎通支援事業実施要綱」と最新の障害者福祉法改正の理解（1.5時間） 

 ②生活保護・生活困窮窓口等における困難事例のケーススタディ（1.5時間） 

 ③通訳時における中立性の維持と心理コントロール（1時間） 

・実施方法：集合研修・eラーニング 

 

階層／経験年数：【3年目以上（高度化・指導期）】 

・訓練内容：同時通訳技術の向上と災害等緊急時対応 

・具体的な科目： 



 ①災害時・避難所開設時等における緊急手話通訳のノウハウと安全確保（2時間） 

 ②後輩通訳者のメンター（指導・相談役）としての役割と連携（２時間） 

・実施方法：集合研修・ワークショップ 

 

４．直近の実施確定案件 

令和 8年 10月 3日に、上記カリキュラムを包含した「令和 8年度 第 1回手話通訳者資

質向上全体研修（計 4時間）」を神戸市福祉局の協力のもと開催する。 

年間 8 時間に満たない不足時間分については、2 月頃をめどに第 2 回目の研修（4 時間）

を実施する。 

また、当日参加できない手話通訳者を対象に個別課題（eラーニングおよび専門レポート等）

を課すことで、年度内に確実に全対象者の受講時間を充足させる。 

 


